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美
郷
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
美
郷
町
武
道
館
、

そ
れ
に
千
畑
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
週
一
回
、
九
十

名
を
超
え
る
仲
間
が
太
極
拳
を
学
ん
で
い
ま
す
。
太

極
拳
は
肩
、
腰
、
全
身
の
力
を
抜
き
、
心
を
落
ち
着

か
せ
、
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

演
武
で
す
。
毎
回
、
太
田
、
佐
々
木
、
両
先
生
の
指

導
で
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
連
功
十
八
法
前
段
、

入
門
、
初
級
、
二
十
四
式
を
黄
河
遥
々
、
文
明
の
道

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
練
習
し
て
お
り
ま
す
。

　
週
一
回
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
な
に
よ
り

も
ス
ト
レ
ス
の
解
消
、
熟
睡
、
体
の
ほ
ぐ
れ
な
ど
の

効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。「
家
の
周
り
の
か
た
づ
け

や
除
草
な
ど
は
す
ぐ
に
疲
れ
て
し
ま
い
つ
ら
い

仕
事
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
今
で
は
億
劫

に
な
ら
な
く
な
っ
た
」と
喜
ん
で
い
る

方
々
も
お
ら
れ
ま
す
。
い
つ
の
間
に

か
体
力
が
つ
い
た
の
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い

と
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
今
年
の
秋
に
は
秋
田
県
で
の
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
、
わ
か
杉
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
体
で
の
マ

ス
ゲ
ー
ム
の
種
目
に
太
極
拳
の
演
武
が
な
さ
れ
る
の

で
最
近
は
そ
の
練
習
に
も
一
層
熱
が
入
っ
て
お
り
ま

す
。
太
極
拳
は
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
に
で

も
で
き
ま
す
。
健
康
の
維
持
、
体
力
の
増
進
、
老
化

の
防
止
に
き
っ
と
役
立
ち
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

最
適
か
と
思
い
ま
す
。

　
仲
間
に
入
っ
て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
一
度
教
室
を
の

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
生
涯
学
習
奨
励
員
　
高
橋
芳
夫
）

　
本
堂
家
の
家
譜
に
よ
れ
ば
、
本
堂
氏

は
陸
奥
国
の
和
賀
氏
の
分
家
で
和
賀
忠

明
の
三
男
忠
朝
が
承
久
二
年（
一
二
二
〇
）

山
越
え
を
し
て
出
羽
国
中
郡
本
堂
の
山

城（
元
本
堂
）に
居
城
し
、
そ
の
後
天
文
四

年（
一
五
三
五
）頃
本
堂
館
間
の
平
城
に
移

城
し
て
い
る
。

　
城
は
南
向
き
で
東
西
約
百
四
〇
ｍ
、

南
北
約
百
八
〇
ｍ
の
長
方
形
で
、
内
掘

は
お
よ
そ
十
ｍ
前
後
の
幅
で
東
西
南
北

に
め
ぐ
ら
し
、
北
側
は
西
流
す
る
西
無

川
を
利
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
外
掘
も

め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い

る
。
城
縁
に
は
高
さ
四
ｍ
、
基

底
幅
六
ｍ
位
の
土
塁
を
築
い

て
い
る
。
現
在
城
の
東
北

部
に
若
干
残
存
し
て
い

る
。

　
南
に
正
門
、
東
西
の
中

央
部
に
そ
れ
ぞ
れ
門
が
あ

り
、
東
方
一
・
五
㎞
の
地
点

に
城
構
築
と
同
時
に
城
下
町
を

築
造
し
て
い
る
。
仲
ノ
町
、
本
堂

町
、
田
町
、
後
町
と
四
つ
の
町
で
構
成

さ
れ
、
お
よ
そ
百
屋
敷
を
造
り
居
住
さ

せ
た
。

　
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）「
本
堂
宛
秀

吉
朱
印
状
」で
は
本
堂
氏
の
領
有
す
る
村

は
十
一
か
村
で
、
石
高
は
八
千
九
百
八

十
三
石
余
を
賜
っ
て
い
る
。
慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）常
陸
国
志
筑
に
国
替
え
と
な

る
。
中
世
の
平
城
跡
と
し
て
、
保
存
等

良
く
原
型
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

四
十
八
年
秋
田
県
の
史
跡
指
定
と
な
っ

学 び の

広場

探 

を 

る 

学 
で 

ぶ 

習
学

ナビ

郷
美

文 化 財

探訪

全身運動の太極拳を楽しむ

本堂城跡・ケヤキ№10

て
い
る
。

　
城
跡
の
東
北
に
は
ケ
ヤ
キ
が
あ
り
、

遠
く
か
ら
見
る
と
森
と
間
違
う
ほ
ど
の

巨
木
で
あ
る
。
樹
高
二
十
六
ｍ
、
幹
回

り
八
ｍ
八
十
㎝
、
樹
齢
四
百
年
は
超
す

と
推
定
さ
れ
る
。
館
間
集
落
の
人
々
は

藁
で
毎
年
鍾
馗
様
を
造
り
こ
の
ケ
ヤ
キ

の
根
元
に
奉
納
し
て
い
る
。
菅
江
真
澄

は
文
政
十
一
年（
一
八
二
八
）こ
の
地
を
訪

れ
た
際
、
こ
の
ケ
ヤ
キ
と
鍾
馗
様
を
ス

ケ
ッ
チ
し
て
い
る
。

（
町
文
化
財
保
護
協
会
会
長
　
森
本
彌
吉
）

ケヤキと鍾馗様（後方は現在も残る土塁）
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�� 

�� !"ちゃん
（四天地／良孝さん・清子さん）

「予定日より早く産まれたけど優磨
が産まれて元気な声聞いた時うれし
かったよ。
これから元気ですくすく育ってね。」 ▲「小菊」

　 　六郷 　坂本　和子

「美郷の赤ちゃん」を募集します
　あなたのかわいい赤ちゃんを「広報美郷」の紙面で紹介し、思い
出の１つとしませんか。
　なお、2月号では、平成18年12月に生まれた赤ちゃんの写真
を募集します。
【応募方法】次の①、②をそろえてご応募ください。
　①赤ちゃんが写っている写真（１枚）
　　※裏面にご両親と赤ちゃんのお名前、赤ちゃんの生年月日、

ご住所、電話番号を記入すること。
　　※ご応募いただいた写真は、原則として返却しません。
　②ご両親（ご家族）からのメッセージ（30字以内）　※様式は自由
【締め切り】１月19日（金）

　【応募先】次のいずれかの場所にご応募ください。
●役場（六郷庁舎）町長公室 ●役場各庁舎の総合サービス課 ●美郷町のメール（info@town.misato.akita.jp）
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募 し 集 ま す 

あなたの作品やお便りを募集します
　あなたの作品やお便りなどを「広報美郷」の紙面で発表
してみませんか。
【応募方法】次の①、②を記入のうえ、ご応募ください。
　①作品（短歌、俳句、川柳、イラスト、お便りなど）
　　※短歌等は楷書で、漢字には読み仮名をお願いします。
　②応募される方のお名前、ご住所、電話番号
【締め切り】１月19日（金）
【その他】・応募者が多数の場合は、掲載できない場合が

あります。作品は１点とします。
　　　　・作品の内容が広報掲載上好ましくないと町で

判断した場合は掲載しません。
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美
郷
の

赤
ち

ゃ
ん

�� !"ちゃん
（上 田／哲さん・佳代子さん）

「明るく、元気で思いやりのある子
になってね！」

　
　
短
　
歌
　

あ
お
た
け

か
ど
ま
つ

い
ど
し
せ
ん
り

青
竹
の
切
り
口
す
る
ど
き
門
松
か
ざ
り
亥
年
千
里
へ
ス
ギ
ッ
チ
大
勝
利金

沢

伊
藤
　
敏
子

し
わ
す

し
ゃ

む
か
え

早
や
師
走
老
い
の
無
事
謝
し
来
る
年
の
来
迎
近
き
を
心
ゆ
た
か
に
と

金
沢
西
根

東
海
林
甚
平

し
わ
す

戌
年
も
早
や
師
走
な
り
一
年
の
喜
怒
哀
楽
を
振
り
返
り
居
つ

金
沢

斉
藤
　
静
子

き
ら

よ
ろ
こ

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
煌
め
き
て
師
走
の
街
を
歓
び
は
し
る

金
沢
西
根

小
野
寺
龍
治

か
た
が
た

そ
う
た
い
ほ
う

新
し
き
地
の
方
々
に
支
え
ら
れ
操
体
法
や
芋
の
子
会
え

六
郷

籠
谷
　
ミ
チ

や
そ
じ

ほ
ぞ

青
春
の
学
び
の
窓
に
咲
き
し
友
も
齢
い
八
十
四
の
臍
を
か
み
し
む

六
郷

岩
田
　
　
貞

降
雨
去
り
ほ
こ
ろ
ぶ
子
ら
が
庭
園
へ
意
外
に
雪
降
り
一
喜
一
憂

金
沢

坂
本
浅
次
郎

し

一
夜
に
て
雪
化
粧
な
り
奥
羽
の
山
雄
大
姿
増
す
美
郷
を
見
守
る

上
深
井

鈴
木
　
晴
子

と
つ
じ
ょ

ら
い
こ
う

さ

雨
に
乗
り
て
突
如
と
ど
ろ
く
雷
公
は
雲
を
裂
く
が
に
鋭
く
光
る

金
沢

北
嶋
　
カ
ネ

こ

オ
レ
ン
ジ
の
花
咲
く
と
言
う
こ
の
嶋
に
娘
と
来
て
冬
の
海
鳴
り
を
聞
く六

郷

林
　
　
文
子

み
　
だ

た
っ
と

あ

し
る
べ

き
ま

ひ
た
す
ら
に
弥
陀
の
本
願
尊
び
て
吾
が
ゆ
と
導
お
の
ず
決
れ
り

畑
屋

本
間
　
精
一

母
よ
母
お
む
か
え
の
夢
に
こ
や
か
に
あ
ま
り
水
に
は
冬
は
長
い
ネ

六
郷

藤
本
　
　
昇

ラ
ン
チ
ジ
ャ
ー
夫
と
共
に
長
い
日
々
明
日
は
喜
寿
だ
と
教
え
て
く
れ
た六

郷

鈴
木
　
久
子

　
　
俳
　
句
　

元
日
や
晴
れ
て
鶴
亀
舞
に
け
り

上
深
井

田
中
　
重
吉

初
日
の
出
合
わ
す
十
指
に
幸
あ
れ
と

六
郷

橋
　
ゆ
き

初
詣
で
家
族
が
祈
る
孫
抱
き
て

本
堂
城
回

杉
山
　
信
一

こ
　
ぞ

こ
と
し

賑
や
か
も
幸
せ
の
音
去
年
今
年

金
沢
西
根

加
藤
　
栄
子

歳
時
記
に
己
が
句
見
え
て
年
送
る

金
沢
西
根

加
藤
　
省
市

若
水
や
義
姉
あ
り
し
日
の
抹
茶
椀

千
屋

戸
澤
　
陽
子

え
い
じ

初
笑
み
で
嬰
児
ほ
っ
こ
り
抱
か
れ
け
り

畑
屋

橋
　
周
平

白
き
も
の
冷
き
今
朝
の
一
葉
忌

六
郷

鈴
木
　
ち
よ

雪
が
降
り
私
の
仕
事
又
増
え
る

六
郷

塩
寺
　
栄
子

初
雪
の
芦
の
つ
い
え
に
川
光
る

六
郷
東
根

煙
山
　
善
吉

　
　
川
　
柳
　

青
写
真
は
出
来
て
い
る
ん
だ
宝
く
じ

六
郷

奈
良
　
松
雪

ク

人
の
ご
ッ
ち
ョ
腹
チ
ャ
知
ら
ず
に
良
く
食
ご
ど

飯
詰

小
林
　
耕
次

終
り
な
い
神
の
恵
み
に
朝
が
来
る

六
郷

熊
谷
　
順
子


